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CVIT 編集委員会  

【選考経過】 

「日本心血管インターベンション学会賞」は、優れた研究論文および症例報告を顕彰し、よ

り多くの優秀論文の投稿を期待することを目的として、2010 年に発足した。 

 

第 1 回学会賞は、2009 年 9 月から 2010 年 11月までに発行された和文誌（Vol.1.No.1

～Vol.2 No.4）および英文誌（Vol.25 No.1～Vol.25.No.2）の研究論文 21 編、Case 

Report25 編、コメディカル論文 7編を対象とした。 

 

第 1 回選考は編集委員を無作為に A,B,C,D,E の 5 グループに分け、A および B グループ

は原著論文、C および D グループは症例報告、E グループはコメディカル論文を審査した。

評価は 5 段階評価とした。2011 年 3 月 4日に結果を締切り、編集部にて集計後、各グル

ープの上位 3 論文を絞った。 

 

最終選考は A,B が研究論文 6 編、C,D が Case report６編、E がコメディカル論文 3 編

について、以下の５項目に考慮し順位付けをおこなった。（①論文の独創性、②論文の構成、

③ほかの研究者への啓発、④今後の発展性、⑤社会への貢献度） 

2011 年６月末日を締め切りとして選考が行われた。 

 

選考の結果は、以下の通り。 

 

研究論文 最優秀賞 1編 

 

木村 剛 先生 （京都大学医学部） 

Incidence and outcome of surgical procedures after sirolimus-eluting stent 

implantation:a report from the j-Cypher registry 

(Cardiovasc Interv and Ther 2010 25:29-39) 

  

研究論文 優秀賞 2 編 

 

村松 俊哉 先生 （済生会横浜市東部病院） 

Long-term outcome of percutaneous transluminal coronary intervention for 

chronic total occlusion in the BMS era in Japan 

(Cardiovasc Interv and Ther 2010 25:78-84) 

http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-009-0005-4
http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-009-0005-4
http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-009-0005-4
http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-010-0016-1
http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-010-0016-1
http://link.springer.com/article/10.1007/s12928-010-0016-1


沖野 晋一 先生 （船橋市立医療センター） 

Hyperuricemia as a risk factor for progressive renal insufficiency after coronary 

intervention in patients with chronic kidney disease 

(Cardiovasc Interv and Ther 2010 25:105-111 )  

 

症例報告 優秀賞 2 編 

 

河村 晃弘先生 （山田赤十字病院） 

Two Cased of Recurrent Stent Thrombosis during Percutaneous Coronary 

Intervention for Acute Myocardial Infarction : Preexiting “HIT antibodies” 

without History of Heparin Exposure  (CVIT Jpn Ed 2010, 2:165-172) 

  

小田 弘隆 先生 （新潟市民病院） 

Two-wire protection of side branches to prevent side branch occlusion during 

stent implantation for bifurcational lesions 

(Cardiovasc Interv and Ther 2010 25:112-116)  

 

コメディカル論文 優秀賞 1編 

 

山下 勇一郎 先生 （天陽会中央病院） 

By Examining and Strengthening the Protector about the Low Dose Mode in 

Fluoroscopy and Exposure Conditions about the Effect of the Exposure 

Decrease   (CVIT Jpn Ed 2010, 2:228-234) 

 

 

CVIT2012 期間中、7 月 22 日（金）に行われた会員総会にて学会賞授与式をおこない、

賞状および賞金を授与いたしました。 

第 2 回学会賞選考対象論文は 2011 年 1 月から 2011 年 12 月までに発行された学会誌

へ掲載された論文全てとなります。会員諸氏からの積極的な投稿をお待ちいたしておりま

す。 
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